
 

株式会社キティー ニュースリリース 

Bifidobacterium longum KMH001 株の 

ヒト腸管上皮細胞におけるコレステロール吸収抑制効果 

-日本畜産学会第 130 回大会にて発表- 

株式会社キティーは信州大学大学院 総合理工学研究科との共同研究にて、Bifidobacterium longum 

KMH001 株のコレステロール吸収抑制効果について検証を行い、腸管腔からのコレステロールの取り込みを

抑制することを確認いたしました。 

この研究成果について、9 月 14 日より行われる日本畜産学会第 130 回大会にて発表を行います。 

 

【研究概要】 

 Bifidobacterium longum KMH001 株は、ヒト腸管上皮細胞に対する作用をみたマイクロアレイ解析によ

り、コレステロール吸収に関与する遺伝子発現を制御する可能性が示唆されている。本研究では KMH001 株

のコレステロール吸収に及ぼす影響を検証した。 

 ヒト腸管上皮細胞 Caco-2 細胞株に KMH001 株の加熱した菌体を作用させ、関与が示唆されている遺伝

子発現に及ぼす影響を定量 PCR 法で解析したところ、腸管腔からのコレステロール吸収に関与する遺伝子

発現には影響を及ぼさなかったが、上皮細胞で吸収したコレステロールの管腔側への部分的な排出を行う遺

伝子の発現を有意に上昇させた。また、KMH001 株を作用させた細胞に蛍光標識コレステロールを取り込ま

せ、取り込み量に及ぼす影響についてフローサイトメトリー法により定量解析を行ったところ、コレステロ

ール量の取り込み量の減少が確認された。 

以上の結果から、KMH001 株は腸管上皮細胞においてコレステロール吸収の調節機構として働く排出作用

を高めることで、最終的な取り込み量を抑制する機能を有する可能性が示された。 
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